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ベジタブルライフ

自己改革工程表

JAうまトピックス

　コスモスちゃん知恵袋

クロスワード・まちがいさがし

JA PLAZA

　プリエール通信

　俳句と川柳／お便りありがとう

インフォメーション

　今月の予定

　あったか荘ダイアリー

ページ

川崎　秀人くん（9歳）

　　　結右くん（8歳）

　　　華歩ちゃん（2歳）

ひでと

ゆう

かほ

珍
し
い
楽
し
い
農
業
を

珍
し
い
楽
し
い
農
業
を

　
産
直
市
で
パ
ッ
と
目
を
引
く
よ
う
な
珍
し
い
形
や
色
を
し
た

野
菜
。
そ
ん
な
珍
し
い
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
妻
鳥
町
の
石
川
博

之
さ
ん
、
朋
子
さ
ん
ご
夫
妻
を
訪
ね
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
ご
夫
妻

は
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
珍
し
い
野
菜
の
栽
培
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

特
集

珍
し
い
楽
し
い
農
業
を
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珍
し
い
楽
し
い
農
業
を

就
農
の
き
っ
か
け

　
石
川
さ
ん
は
、
１０
年
程
前
に
ご
両
親
か
ら

受
け
継
い
だ
圃
場
で
兼
業
農
家
と
し
て
、
古

代
米
（
黒
米
・
緑
米
）
や
サ
リ
ー
ク
イ
ー
ン

（
長
粒
種
）
な
ど
、
数
種
類
の
お
米
を
栽
培

し
て
き
ま
し
た
。
農
業
を
始
め
て
６
年
目
に

「
珍
し
い
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
、
奥

様
の
朋
子
さ
ん
と
一
緒
に
約
２
反
ほ
ど
の
圃

場
で
野
菜
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

「
珍
し
い
野
菜
作
り
＝
面
白
い
農
業
」

　
毎
年
、
栽
培
す
る
野
菜
は
異
な
り
、
消
費

者
の
反
応
や
売
れ
行
き
な
ど
を
見
て
、
翌
年

に
作
る
野
菜
の
種
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

注
文
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
ス
ー

パ
ー
等
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
品
種
の
ナ

ス
や
ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜
を
２５
種
類
栽

培
し
て
お
り
、
朋
子
さ
ん
と
一
緒
に
収
穫
作

業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
石
川
さ
ん
は
、

「
種
ま
き
や
肥
培
管
理
が
難
し
い
が
、
う
ま

く
出
来
た
時
の
達
成
感
が
な
ん
と
も
い
え
な

い
」
と
、
収
穫
し
た
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を

笑
顔
で
並
べ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
石
川

さ
ん
が
収
穫
し
た
野
菜
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま
産
直

市
各
店
舗
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
農
業
は
、
自
分
が
思
っ
た
よ
う
に
楽
し

み
な
が
ら
作
る
事
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
栽

培
技
術
や
再
現
性
を
高
め
て
楽
し
く
面
白

い
農
業
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

楽しい農業をしたいと話す石川さん

石川博之さん・朋子さん夫妻

サリーナエメナルド

揚げてトルコナス

セレブスイート

プッチーニ

キュウリ

カボッキー

コリンキー

ふわとろ長なす

インゲン

紫紺仙台長なす

ナポリターナカナリア

ヴィオレッタ ディ フィレンツェ
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「
完
全
栄
養
食
品
」

 
た
ま
ご
の
健
康
パ
ワ
ー
を
紹
介

卵
に
秘
め
ら
れ
た
健
康
パ
ワ
ー

　
　
　
〜
明
日
か
ら
始
め
る
た
ま
ご
習
慣
〜

　
卵
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
材
の
一
つ
で
す
。
卵
焼
き
や
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
、
目
玉

焼
き
な
ど
卵
単
体
で
調
理
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
他
の
も
の
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
調
理
す
る

こ
と
も
多
く
様
々
な
料
理
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
卵
は
「
物
価
の
優
等
生
」
と
呼
ば
れ
、
価
格
の
変
動
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。

　
　
「
カ
ラ
ダ
に
必
要
な
栄
養
素
が
ぎ
っ
し
り
」

　
卵
は
１
個
当
た
り
に
た
ん
ぱ
く
質
や
９
種
類
の
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
食
物
繊
維
以
外
の
栄
養
素
を
全
て
含
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
栄
養
的
に

も
優
れ
た
食
材
で
す
。
筋
肉
や
血
液
の
材
料
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質
は
、
体
内
で
作
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
、
食
事
か
ら
摂
取
し
て
補
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
は
体
内
に
蓄
え
る

こ
と
が
出
来
な
い
為
、
一
日
数
個
の
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
に
栄
養
を
摂
取
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
よ
く
「
卵
を
食
べ
る
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
が
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
の
研
究
で
は
卵
を
食
べ
た
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
体
内
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
健
康
維
持

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
細
胞
膜
の
生
成
や
脂
肪
の
消
化
を
助
け
る
な
ど
健
康
に
良
い
と

い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

※

た
だ
し
、
高
脂
血
症
の
方
等
は
、
体
内
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く

働
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
為
、
注
意
が
必
要
。

　
　
「
卵
を
食
べ
る
こ
と
で
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
」

　
卵
の
栄
養
素
は
他
に
も
健
康
へ
の
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
認
知
症
の
予
防

　
卵
に
含
ま
れ
る
「
コ
リ
ン
」
と
い
う
物
質
が
脳
や
細
胞
膜
の
修
復
・
構
成
を
促
進
し
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
が
期
待

　
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
。
そ
の
中
で
も
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
は
脂

肪
燃
焼
の
促
進
等
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

●
骨
・
髪
・
爪
を
強
く
す
る

　
骨
等
を
丈
夫
に
し
、
細
胞
の
活
性
化
や
抗
酸
化
作
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
目
に
も
い
い
食
材

　
卵
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
と
ル
テ
イ
ン
が
目
に
良
い
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
　
「
栄
養
価
は
高
い
が
、
カ
ロ
リ
ー
は
低
い
」

　
ゆ
で
た
ま
ご
１
個
あ
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
は
、
約
９０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
低
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

何
事
も
食
べ
過
ぎ
は
体
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
個
く
ら
い
食
べ
て
も
お
か
ず
１
品
程
度

の
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
で
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
と
ア
ミ
ノ
酸
を
効
率
良
く
摂
取
出

来
る
「
た
ま
ご
」
を
毎
日
食
べ
て
健
康
な
体
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
「
地
産
地
消
」

　
地
産
地
消
と
は
、
「
地
元
地
域
で
採
れ
た
農
産
物
を
地
元
地
域
で
消
費
し
よ
う
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
地
域
で
採
れ
た
物
は
体
に
も
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
食
品
の
表
示
偽
装
、
輸
入
品
の
農
薬
問
題
等
、
食
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が
起

こ
っ
た
影
響
か
ら
食
に
対
す
る
安
全
・
安
心
の
意
識
が
高
ま
り
、
地
産
地
消
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
鮮
度
が
良
く
生
産
者
が
わ
か
る
「
地
元
で
採
れ
た
卵
」
を
選
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
地
域
の
た
ま
ご
農
家
さ
ん
の
ご
紹
介
と
新
鮮
た
ま
ご
が
買
え
る

「
直
売
所
マ
ッ
プ
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
！
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川之江駅川之江駅

赤星駅赤星駅

燧灘

四国中央市
愛媛県

四国中央市役所四国中央市役所

13

333
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川之江駅

四国中央市役所

赤星駅

319

192

11

四国中央市
愛媛県

　①野田垣生線ペガサス運輸付近（土居町）　②JAうま豊岡支店駐車場内（豊岡町）
　③JAうま寒川支店西側（寒川町）　④ジャジャうま市（中之庄町）　⑤たまご村（中曽根町）
　⑥おいしい広場付近（三島中央）　⑦ホームセンタータイム駐車場内（下柏町）　⑧熊福（妻鳥町）
　⑨イオン川之江北側県道沿い（妻鳥町）　⑩おいでや市（妻鳥町）　⑪妻鳥町綿市交差点付近（妻鳥町）
　⑫ふれあい市（金生町）　⑬レモンハウス（金生町）

鶏のストレス減の為、餌にハーブ等の
自然素材を配合し、水にもこだわった
ハーブたまごです。

ハーブたまご

宇摩ポウトリー
0896-74-7385

地図上の数字

❶ ❹ 10

三島川之江バイパス沿いに見える「た
まご村」の看板。新鮮たまごを豊富に
揃えています。

MGF（たまご村）

守谷グランドファーム株式会社
0896-23-7887

地図上の数字

❺ ❻

餌と水にこだわった健康な鶏が産んだ
美味しいたまごです。
直売所には卵を使ったお菓子も販売
中！

豊受卵

㈲豊岡農場
0896-74-3617
地図上の数字

❷ ❸ ❹ ❼ 10

自家配合飼料で育てるこだわり自然
卵。放射能セシウム検出テストを行っ
ており安全安心なたまごです。

Rich（平飼い有精卵リッチ）

参鍋養鶏場
0896-58-7747
地図上の数字

10 12

鶏・水・餌にこだわり、自家製発酵飼料
で育った健康な鶏の美味しいたまごで
す。
直営店「熊福」では卵食べ放題！

美豊卵

㈲熊野養鶏
0896-56-5125
地図上の数字

❽ ❾ 11 13

1

❽ ❾ 11 13

たまご直売所マップ
地図上の数字付近で新鮮なたまごを販売中！

※今回紹介の直売所は広報誌掲載時点で把握しているものです。今回掲載で
きなかった直売所については予めご容赦下さいますようお願い致します。
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　茨城県笠間市にある「キッチ
ン晴人（ハレジン）」のオーナー
シェフ・永井智一さんに、元気
が湧いてくる朝ご飯を教えて
いただきます。

永井智一（ながい・ともかず）

インゲンごましょうゆ掛け
作り方

（1）鍋に料理酒、みりんを入れ煮きり、
濃い口しょうゆ、かつお節を入れて
ボールなどにこして入れ、フライパ
ンでいった白ごまを合わせ、ごましょ
うゆを作る。

（2）鍋に水と塩適宜（材料外）を入れ沸
かし、インゲンをゆで、熱いうちに
（1）に漬ける。

（3）（2）を 1 時間ほどなじませ器に盛り
付ける。

材料（2人分）

インゲン 200g
白ごま 70g
濃い口しょうゆ 120ml
料理酒 60ml
みりん 30ml
かつお節 10g

揚げ餅あん掛け
作り方

（1）餅は油（材料外）で素揚げする（焼
いてもOK）。

（2）合わせだし汁を鍋に入れ火にかけ、
きのこを入れて煮て、水溶き片栗粉
でとろみをつける。

（3）（1）をおわんに盛り（2）を回し掛け、
ダイコンおろし、おろしショウガ、ミ
ツバを散らして出来上がり。

材料（2人分）

市販の切り餅 1個
きのこ各種（お好みで） 50g
ダイコンおろし 大さじ1
おろしショウガ 小さじ1/2
ミツバ 適宜
水溶き片栗粉 大さじ1/2

合わせだし汁
かつおだし 100ml
みりん 大さじ1
薄口しょうゆ 大さじ1

7



（2019年度～2021年度）

自己改革工程表
●自己改革工程表とは…
　「自己改革工程表」とは、3ヵ年の中期ビジョンを示した第8次中期経営計画書の補足とし
て、多くの取組み施策の中からJAうまが組合員と共有すべき重点施策を抽出したものです。自
己改革に関する具体的な施策とその数値目標やスケジュール、担当部署等を明確にすることで
より実効性ある進捗管理を行うとともに、組合員や地域住民に対し自己改革に関する理解促
進を図るものです。

JAうまの将来像

・持続可能な農業の実現
・豊かでくらしやすい地域社会の実現
・協同組合としての役割発揮

基本目標

・農業者の所得増大 
・農業生産の拡大 
・地域の活性化 

実現のための基本方針

（1）自己改革を継続し農業者の所得増大と農業生産の拡大を目指します
（2）総合事業体としての機能発揮により地域の活性化へ貢献します
（3）くらしの課題に向き合い組合員や利用者とのつながりを深めます
（4）豊かで暮らしやすい地域社会の実現に貢献するため経営基盤を強化します

3年後の事業目標

販売品販売高　20億円

自己改革工程表

【里芋広域選果場】
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自己改革工程表3ヵ年の重点実践事項

（１） 自己改革を継続し農業者の所得増大と農業生産の拡大を目指します

≪実践事項≫　　担当部署：営農経済部
 ・  エリア及び品目別担当制により営農指導員の技術指導レベルの平準化と資質向上を図ります。
 ・  マーケットインを起点に、基幹品目である伊予美人の高品質化とロット拡大による有利販売の実現に取組みます。
 ・  JAファームうまと連携した農作業受託等により、多彩な営農形態に対応する労働力支援を実施します。
 ・  地域農業の振興を図るため、行政機関等と連携し新規就農者支援を強化します。
 ・  6次産業化サポートセンターの機能強化により付加価値の創出に努めます。

2019年（令和元年度） 2020年度（令和2年度） 2021年度（令和3年度）

2019年（令和元年度） 2020年度（令和2年度） 2021年度（令和3年度）

2019年（令和元年度） 2020年度（令和2年度） 2021年度（令和3年度）

2019年（令和元年度） 2020年度（令和2年度） 2021年度（令和3年度）

TAC指導訪問件数　50件／月

伊予美人出荷数量　2,300t

農作業受託延べ面積　300ha

新規就農研修生受入　1名

6次産業化商品化数　1点

TAC指導訪問件数　50件／月

伊予美人出荷数量　2,300t

農作業受託延べ面積　310ha

新規就農研修生受入　1名

6次産業化商品化数　1点

TAC指導訪問件数　50件／月

伊予美人出荷数量　2,300t

農作業受託延べ面積　320ha

新規就農研修生受入　1名

6次産業化商品化数　1点

（２） 総合事業体としての機能発揮により地域の活性化へ貢献します

≪実践事項≫　　担当部署：本店営業部・金融部・福祉部
 ・  農業メインバンクとしてTACと連携し農業者のステージに応じた資金供給や農業経営支援を実施します。
 ・  福祉事業を通じて地域の活性化と福祉環境の向上に努めます。

農業資金新規実行額　9,500万円

介護相談会実施回数　8回

農業資金新規実行額　9,500万円

介護相談会実施回数　8回

農業資金新規実行額　9,500万円

介護相談会実施回数　8回

（３） くらしの課題に向き合い組合員や利用者とのつながりを深めます

≪実践事項≫　　担当部署：共済部・総合企画部
 ・  様々なライフステージにおいてニューパートナーを獲得し、顧客基盤の拡充を図ります。
 ・  総合事業体として地域社会に貢献するため、組合員・利用者のくらしの課題に向き合います。

「はじまる活動」実施数　3,000世帯

セミナー開催・相談対応件数　30件

「はじまる活動」実施数　3,000世帯

セミナー開催・相談対応件数　35件

「はじまる活動」実施数　3,000世帯

セミナー開催・相談対応件数　40件

（４） 豊かで暮らしやすい地域社会の実現に貢献するため経営基盤を強化します

≪実践事項≫　　担当部署：総務部・総合企画部
 ・  農に基づくメンバーシップの強化により、農業や地域経済の発展を共に支えるパートナーづくりを進めます。
 ・  情報発信機能を強化し「食」「農」「協同組合」等に関する理解醸成を図ります。

組合員数　14,735人

自己改革情報の発信（広報誌） 6回

組合員数　14,785人

自己改革情報の発信（広報誌） 6回

組合員数　14,835

自己改革情報の発信（広報誌） 6回
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　7月7日、富郷地区でお茶摘み・番茶作りとコンニャク作りの体験会が開催されまし
た。絶好のお茶摘み日和の中、JAうまあぐりスクールの生徒・保護者を含め、市内の
家族連れ54名が参加し、体験を楽しみました。昼食には、生茶葉の天ぷらや富郷地区
で採れた野菜を使ったカレーなどが振る舞われました。

お茶摘み・番茶作り体験

　7月13日、妻鳥地区土地改良区とJAうまは「第
46回疏水感謝祭」を、川之江中央支店で開きま
した。吉野川水系銅山川にある新宮ダム、柳瀬ダ
ム、富郷ダムは、農業用水や工業用水、飲料水と
して四国中央市の産業と市民生活を潤していま
す。この感謝祭は、日頃から水の恩恵を受けてい
る市内の製紙会社や農家、地域住民が疏水事業
に尽力した先人に感謝するとともに、相互交流
を図ることを目的として、毎年夏に開催していま
す。式典には、140人の関係者が出席し、神事を
執り行いました。
　また、会場敷地内にあるJA産直市おいでや市の
店頭では、買い物客限定お楽しみ抽選会やJAの6
次化開発グループが商品化したジェラート販売を
行いました。3連休初日ということもあり、多くの
来店客で賑わいました。

水の恩恵に感謝
第46回疏水感謝祭

JAうま女性部妻鳥支部
アートの島「直島」を満喫

　7月2日、ＪＡうま女性部妻鳥支部は、総勢30名
で香川県のアートの島で知られる直島に親睦旅行
に出掛けました。
　美術館とホテルが一体となったアートのベネッ
セハウスミュージアムでは、日本料理の一扇で懐
石弁当を食べ、瀬戸内海の自然があふれるミュー
ジアム周辺を散策した他、地中美術館を観光し
ました。普段あまり目にすることのない空間や作
品、芸術と触れ合いました。
　旅の帰りには、「海の駅なおしま」でショッピ
ング。バスの中でも部員みんなでわいわいと話し
ながら、楽しい日帰り旅行を満喫しました。

お茶摘みと番茶作り

頑張った後のカレーは格別です
作ったコンニャクは
大鍋で茹でます

ヌルヌルしてて気持ちいい！

手もみ⇔乾煎りを何度か
繰り返します

どれが美味しいお茶っ葉かな？

製茶工場の見学もしました

作
大

乾煎りを何度か
り返します

どれが美味しいお茶っ葉

●コンニャク作り

式典の様子日帰り旅行を満喫した女性部員ら
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年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
老
齢
厚
生
年
金
・
老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
る

三
ヵ
月
位
前
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
裁
定
請
求
書

が
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
等
に

つ
い
て
は
請
求
権
発
生
後
の
日
付
の
入
っ
た
も
の
を

市
町
村
で
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
七

月
一
日
よ
り
添
付
書
類
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
で
き
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
戸
籍
関
係
の
書

類
の
み
で
よ
い
事
に
な
り
ま
し
た
。
確
認
方
法
と
し

て
は
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
て
き
た
書
類
の

中
で
請
求
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
是
非
の
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
「
１
」
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
住
民
票
の
写
し
及
び

課
税
証
明
書
の
添
付
の
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
共
済
制
度
の
ふ
く
ま
れ
て
い
る
方
は
今
の
と
こ
ろ

「
１
」
の
表
示
が
な
い
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
）
配

偶
者
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
書
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
、
納
付
猶

予
申
請
書
、
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
等
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
後
に
な
り
、
必
要
書

類
も
今
迄
通
り
と
な
り
ま
す
。

「
年
金
請
求
時
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
に
つ
い
て
」

取
れ
立
て
の
新
鮮
な
味
が
格
別
な
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

　
栽
培
管
理
が
楽
で
、失
敗
も
少
な
い
サ

ヤ
エ
ン
ド
ウ
。店
頭
売
り
で
は
得
ら
れ
な

い
新
鮮
さ
が
魅
力
で
、家
庭
菜
園
に
は
ぜ

ひ
取
り
入
れ
た
い
野
菜
で
す
。

　
カ
ロ
テ
ン
含
有
量
が
多
く
、分
類
は
緑

黄
色
野
菜
。ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
も

豊
富
。使
い
道
は
サ
ラ
ダ
や
汁
の
実
、
煮

物
に
と
広
く
、
飽
き
ず
に
重
宝
し
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
し
ま
す
。

（
１
）連
作
畑
を
避
け
る
。

（
２
）ま
き
ど
き
を
誤
ら
な
い
。

（
３
）冬
に
株
が
風
で
振
り
回
さ
れ
な
い
よ

　
　
よ
う
仮
支
柱
、風
よ
け
を
設
け
る
。

（
４
）伸
び
だ
し
た
つ
る
が
よ
く
絡
む
よ

　
　
う
、し
っ
か
り
し
た
支
柱
を
立
て
る

　
　
こ
と
な
ど
で
す
。

　
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
野
菜
の
中
で
も
特

に
連
作
を
嫌
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。４
〜

５
年
は
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
を
作
っ
た
こ
と
の

な
い
畑
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
種
ま
き
の
適
期
は
関
東
南
部
以
西
の

平
た
ん
地
で
は
１０
月
２０
日
前
後
で
す
が
、

こ
れ
よ
り
寒
い
地
域
で
は
少
し
遅
く
月

末
ぐ
ら
い
、
暖
か
い
地
域
で
は
少
し
早
く

ま
く
ぐ
ら
い
に
差
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。寒

い
地
域
で
早
ま
き
す
る
と
、
大
き
く
育
っ

て
か
ら
厳
し
い
寒
さ
に
遭
う
た
め
寒
害

を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。地
域
の
慣
行

を
よ
く
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
茎
葉
が
柔
ら
か
く
、

越
冬
中
に
株
が
風
に
振
り
回
さ
れ
、茎
が

折
れ
た
り
枯
死
し
た
り
し
や
す
い
の
で
、

草
丈
が
１５
〜
２０
ｃ
ｍ
に
伸
び
た
ら
短
い

支
柱
を
交
差
さ
せ
て
立
て
、株
を
固
定
し

た
り
、畝
に
沿
っ
て
稲
わ
ら
を
半
折
れ
に

し
、
下
方
を
土
に
埋
め
、
簡
単
な
風
よ
け

を
作
っ
た
り
、
べ
た
掛
け
資
材
で
覆
っ
た

り
し
て
寒
風
か
ら
守
っ
て
や
り
ま
す
。

　
越
冬
後
草
丈
が
２０
〜
２５
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い

に
な
る
頃
に
は
巻
き
ひ
げ
も
出
る
の
で
、

早
め
に
支
柱
を
立
て
、こ
れ
に
絡
ま
せ
る

よ
う
つ
る
を
誘
引
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

支
柱
材
と
し
て
は
、細
枝
の
た
く
さ
ん
付

い
た
サ
サ
や
、
子
枝
の
付
い
た
木
の
枝
な

ど
が
最
良
で
す
が
、入
手
で
き
な
い
場
合

は
、
木
杭
に
横
竹
を
渡
し
、
所
々
に
稲
わ

ら
を
小
束
に
し
て
つ
る
す
方
法
、そ
れ
ら

が
な
け
れ
ば
果
菜
用
の
支
柱
材
を
立
て
、

横
に
３
段
ほ
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ひ
も
を

渡
し
た
り
、キ
ュ
ウ
リ
の
誘
引
ネ
ッ
ト（
網

目
１５
ｃ
ｍ
）
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　
肥
料
分
は
多
く
は
必
要
な
い
の
で
、前

作
に
野
菜
を
育
て
た
畑
な
ら
、越
冬
前
に

畝
に
沿
っ
て
軽
く
溝
を
作
り
、１
株
当
た

り
化
成
肥
料
大
さ
じ
２
杯
ぐ
ら
い
、本
支

柱
を
立
て
た
後
に
、畝
の
反
対
側
に
同
量

を
施
し
、土
を
盛
り
上
げ
て
畝
を
形
作
る

ぐ
ら
い
で
足
り
る
で
し
ょ
う
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。
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12

JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

　
４
月
号
か
ら
の
続
き
で
す
。
新
し
い
認
知
症
対
策
で
あ
る
「
民

事
信
託
」
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
４
つ
お
話
し
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
①

　
「
権
利
は
そ
の
ま
ま
！
名
義
だ
け
移
動
で
き
る
！
」

　
認
知
症
、
病
気
、
判
断
能
力
低
下
な
ど
・
・
・
、
所
有
者
に
何
か

あ
る
と
不
動
産
売
却
、
活
用
、
相
続
対
策
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
権
利
は
移
動
せ
ず
に
、
財
産
の
名
義
を
信
頼
で
き
る
家
族
に
変

更
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
可
能
に
で
き
る
制
度
が
「
民
事
信
託
」

で
す
。

メ
リ
ッ
ト
②

　
「
成
年
後
見
制
度
を
使
わ
ず
に
親
の
財
産
管
理
が
で
き
る
！
」

　
成
年
後
見
制
度
は
手
続
き
が
煩
雑
！
成
年
後
見
制
度
は
本
人
の

た
め
の
制
度
で
ご
家
族
の
た
め
の
対
策
を
成
年
後
見
人
が
行
う
こ

と
が
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

　
親
が
元
気
な
う
ち
に
信
頼
で
き
る
家
族
と
の
間
で
信
託
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
で
、
成
年
後
見
人
を
つ
け
な
く
て
も
、
ご
家
族
だ

け
で
財
産
管
理
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

残
り
２
つ
は
次
回
以
降
に
お
話
し
て
い
き
ま
す
ね
。

＜

次
回
以
降
の
お
話＞

③
「
遺
言
と
同
じ
よ
う
に
財
産
の
承
継
先
を
決
め
ら
れ
る
」

④
「
贈
与
税
、
所
得
税
な
ど
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
」

　
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
一
度

専
門
家
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
贈
与

や
相
続
、
資
産
管
理
な
ど
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
親
身
に
な
っ
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

遺
言
で
は
実
現
で
き
な
い
新
た
な
相
続
対
策
シ
リ
ー
ズ
③



郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

①
9
月
1
日
は
│
│
の
日
。
非
常
持
ち
出
し

袋
や
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

②
高
知
の
名
物
料
理
、
カ
ツ
オ
の
│
│

③
皮
膚
の
表
面
に
あ
る
細
か
な
模
様
。

　
│
│
の
細
か
い
肌

④
食
器
を
拭
く
布
で
す

⑤
い
が
に
守
ら
れ
た
実
が
な
り
ま
す

⑦
晴
れ
た
十
五
夜
に
は
と
て
も
明
る
い

⑨
矢
を
射
る
道
具

⑪
陽
の
反
対
語

⑫
国
や
地
方
自
治
体
に
納
め
ま
す

⑬
首
都
は
モ
ス
ク
ワ
。
大
き
な
国
で
す

⑮
肉
料
理
に
添
え
た
り
、
刻
ん
で
ス
ー
プ
に

浮
か
べ
た
り
す
る
香
草

⑯
傘
に
も
凧
（
た
こ
）
に
も
あ
り
ま
す

⑰
バ
ラ
の
茎
に
あ
る
突
起

①
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
は
た
く
さ
ん
付
い

て
い
ま
す

③
な
だ
ら
か
な
│
│
が
続
く
丘
陵
地

⑥
合
唱
部
が
練
習
す
る
も
の

⑦
耳
か
き
と
共
に
行
方
不
明
に
な
り
や
す
い

そ
う
で
す

⑧
今
か
ら
こ
れ
じ
ゃ
、
│
│
が
心
配
だ
な
あ

⑩
仲
人
か
ら
紹
介
を
受
け
て
、
伴
侶
候
補
と

会
い
ま
す

⑭
宴
会
で
グ
ラ
ス
を
み
ん
な
で
掲
げ
て
…
…

⑯
相
撲
の
勝
敗
を
記
録
し
た
│
│
表

⑱
ゴ
ホ
ゴ
ホ
ゴ
ホ

⑲
価
格
が
高
く
な
る
こ
と

⑳
煮
物
な
ど
に
使
う
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む

調
味
料

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
９
月
25
日
（
水
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募65通）
ブルーベリー

7月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

9月号
クロスワード解答

13
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、62円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。
ご
色色

会員募集中
事前相談受付中

プリエール通信

第4回理事会 令和元年7月30日（火）

ファーマーサポート事業について

職員給与規程の変更について

処遇改善加算金の支給に関する規程の制定に

ついて

共済端末機およびLablet'sの更新について

令和元年度ディスクロージャー誌の発刊につい

て

マネロンガイドラインに基づくギャップ分析に

ついて

事務リスク管理規程の一部変更について

出資減口申込の承認について

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

第7号議案

第8号議案

令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

お彼岸
　9月に入ると暑さのピークも越え、過ごし易い日
も増えてきた頃かと思います。
　お彼岸には、春と秋がありますが、
秋のお彼岸が9月になります。

■春のお彼岸 →
　　　春分の日を中日とし前後3日間の計7日間

■秋のお彼岸 →
　　　秋分の日を中日とし前後3日間の計7日間

　「彼岸（ひがん）」とは極楽浄土、悟りの世界を指し、西
に位置し、「此岸（しがん）」とは我々の住むこちら側の世
界を指し、東に位置すると言われています。
　3月の春分の日、9月の秋分の日は太陽が真東からのぼ
り真西に沈む日です。
　この日に夕日を拝むのは、西にある極楽浄土に向かって
拝むことになるといわれています。
　そのため、この行いには功徳があるといわれています。
　お彼岸には、お墓参りはもちろん仏壇などのお掃除をし
てご先祖様に敬意を払い供養しましょう。

「暑さ寒さも、彼岸まで」と言います。
過ごしやすくなる半面、季節の変わり目
体調など崩さないようお気を付け下さい。
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つ
ま

☆
広
報
誌
の
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
食
堂
メ
ン

バ
ー
紹
介
、
見
逃
し
て
残
念
で
す
。何
回

か
利
用
し
て
、メ
ン
バ
ー
さ
ん
と
お
話
を

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。そ
の
時
に
、月
・

火
・
水
し
か
開
い
て
い
な
い
事
を
知
り

ま
し
た
。又
、食
べ
に
行
き
ま
す
ね
。

（
と
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

【
編
】ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
食
堂
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
暑
い
夏
に
ぴ
っ
た
り

の
冷
や
し
お
茶
う
ど
ん
や
冷
や
し
伊
予

美
人
う
ど
ん
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、ま
た
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
♪

☆
久
し
ぶ
り
に
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
食
堂
に

入
り
、目
に
付
い
た
の
が
デ
ッ
カ
イ
す
い

か
‼
が
、
食
券
販
売
機
の
横
に
鎮
座
し

て
い
ま
し
た
。（
冷
や
し
伊
予
美
人
う
ど

ん
セ
ッ
ト
注
文
）
本
日
の
オ
ス
ス
メ
は
、

夏
寿
し
、ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
、ゴ
マ
、し
い

た
け
、ほ
ん
の
り
香
る
シ
ソ
の
香
り
‼
美

味
し
か
っ
た
。帰
り
際
に
、
メ
ン
バ
ー
さ

ん
か
ら「
水
曜
日
に
こ
の
す
い
か
切
っ
て

お
客
様
に
ふ
る
ま
う
か
ら
来
て
ね
」と
お

誘
い
受
け
た
が
‼
私
の
胃
袋
は
、そ
の
言

葉
に
引
か
れ
な
が
ら
も
‼
定
例
会
欠
席

す
る
訳
に
も
い
か
ず
。残
念
‼

（
岡
﨑
和
子
さ
ん
）

【
編
】「
本
日
の
オ
ス
ス
メ
」は
、
特
に
メ
ン

バ
ー
の
方
の
愛
情
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
　
デ
ッ
カ
イ
す
い
か
、
私
も
見
た

か
っ
た
で
す
・
・
・
！

☆
７
月
の
広
報
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
里
芋
植
付
け
体
験
な
ど

地
元
に
住
ん
で
い
て
も
普
段
で
き
な
い

体
験
が
出
来
て
い
い
で
す
ね
！
お
買
い

物
券
で
伊
予
美
人
を
購
入
し
た
い
で

す
。

（
Ｅ
・
Ｍ
さ
ん
）

【
編
】
小
さ
な
頃
か
ら
農
業
に
触
れ
る
こ

と
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
す
ね
。子

供
達
に
地
元
の
農
畜
産
物
を
食
べ
て
す

く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
♪

　
あ
っ
た
か

荘
三
島
が
、

川
之
江
紙

ま
つ
り
の
あ

ん
ど
ん
「
て

ん
び
ん
」
作

り
コ
ン
テ
ス

ト
に
参
加
し
、
最
高
賞
の
「
て
ん
び
ん
大

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
で
テ
ー
マ
を
決
め

5
月
か
ら
取
り
掛
か
っ
た
そ
う
。

　
本
物
の
ソ
テ
ツ
の
葉
を
カ
ッ
ト
し
ヤ

シ
の
木
を
完
成
さ
せ
た
り
と
、
色
々
工
夫

し
た
作
品
で
す
。
港
ま
つ
り
の
笹
飾
り
で

は
、
実
行
委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
お
花
紙
を
使
用
し
て
丸
め
た
り
花
を

作
っ
た
り
、
皆
で
取
り
組
ん
だ
成
果
が
実

を
結
び
ま
し
た
♪

「まちがいさがし」答え ： 2 …………遠くに山がある　　6 …………犬の耳の動きが違う　　8 ………つえの長さが違う
　　　　　　　　　　    9 …………川の流れが違う　　11 …………花がない

☆
以
前
、岡
山
の
ほ
う
に
遊
び
に
行
っ
た

と
き
に
食
べ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
が

お
い
し
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。こ
の
あ
た

り
で
も
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
さ
ん
は
い

る
ん
で
し
ょ
う
か
？

（
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
）

【
編
】現
在
、Ｊ
Ａ
う
ま
産
直
市
に
出
荷
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
生
産
す
る
農

家
さ
ん
は
１４
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
！

是
非
、産
直
市
で
見
つ
け
た
ら
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
♪

☆
俳
句
や
川
柳
、
短
歌
を
作
り
た
い
と

思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
い
か
ず
、
皆
さ
ん
の
作
品
を
読
ん
で

「
う
ー
ん
」と
う
な
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｏ
さ
ん
）

【
編
】私
も
、皆
さ
ん
の
俳
句
や
川
柳
を
詠

む
と
情
景
が
思
い
浮
か
び
あ
が
っ
て
き

ま
す
。是
非
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
！
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
お
い
で
や
市
の
帰
り
に
お
寺
に
お
参

り
を
し
ま
し
た
。ご
住
職
と
お
し
ゃ
べ
り

し
て
い
る
と
、
実
際
の
歳
よ
り
１２
〜
１３

歳
も
若
く
言
っ
て
下
さ
り
気
分
も
良
く
、

嬉
し
く
て
ル
ン
ル
ン
で
ま
す
ま
す
元
気

に
な
り
ま
し
た
。

（
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

【
編
】女
性
は
特
に
、実
際
の
年
齢
よ
り
若

く
見
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
も
の
で
す
よ

ね
。こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
若
く
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
ね

☆
私
は
、
３
年
程
健
康
診
断
を
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
昨
年
ガ
ン
検
診
も
受

け
、早
期
発
見
で
し
た
。今
で
は
、仕
事
復

帰
し
て
い
ま
す
。今
迄
以
上
に
充
実
し

た
毎
日
で
す
。可
愛
い
孫
の
成
長
に
目
を

見
張
り
、自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。又
、

年
老
い
た
母
に
も
穏
や
か
な
日
々
が
続

く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｔ
さ
ん
）

【
編
】
健
康
診
断
は
、
本
当
に
大
切
で
す

ね
。お
孫
さ
ん
の
成
長
も
楽
し
み
で
す

ね
。

白
い
腹
窓
に
張
り
つ
け
青
蛙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

夏
の
月
赤
い
顔
し
て
中
天
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

道
の
駅
目
高
の
鉢
の
並
ぶ
棚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

引
く
草
や
昔
遊
び
し
草
も
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

夏
座
敷
児
ら
は
転
げ
つ
ぶ
つ
か
り
つ
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

君
影
草
い
つ
し
か
亡
夫
は
千
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

天
職
と
な
び
く
植
田
の
み
ど
り
か
な
　
　
　
　
　
　
　
井
村
真
理
子

過
去
の
事
今
日
で
忘
れ
て
夏
来
た
る
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

膨
ら
ま
ぬ
笑
い
袋
を
持
て
余
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
井
　
公
恵

自
家
菜
園
曲
り
キ
ュ
ウ
リ
も
い
と
お
し
い
　
　
　
　
　
三
宅
　
曄
生

読
む
た
び
に
味
が
変
わ
っ
て
い
く
詩
集
　
　
　
　
　
　
山
内
美
惠
子

笑
顔
す
る
顔
が
み
た
く
て
褒
め
て
い
る
　
　
　
　
　
　
山
本
　
千
里

呆
け
防
止
や
っ
て
ま
す
ね
と
オ
レ
に
言
う
　
　
　
　
　
石
村
　
孝
三

荒
れ
す
さ
ぶ
人
の
心
の
深
き
闇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
萬
寿
美

ま
だ
待
っ
て
親
孝
行
が
足
り
て
な
い
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
陽
子

い
く
ら
呼
ん
で
も
も
う
還
ら
な
い
マ
ド
ン
ナ
　
　
　
　
高
橋
　
　
了

不
器
よ
う
な
老
い
へ
朝
の
生
タ
マ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
永
尾
　
敦
子

ア
ッ
シ
ー
君
い
れ
ば
返
納
い
た
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
加
地
　
照
明

順
序
良
く
咲
き
し
花
よ
り
去
り
て
ゆ
く
金
魚
草
生
け
し
梅
雨
の
朝
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
幸
子

ヨ
ッ
ト
な
ど
持
て
る
人
生
な
ど
想
像
し
た
こ
と
も
無
き
俺
の
大
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
慶
喜

畑
へ
と
ダ
リ
ア
や
カ
ン
ナ
咲
か
す
こ
と
少
な
く
な
り
し
農
家
の
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
子

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

（
富
郷
大
好
き
っ
子
さ
ん
）

ク
ジ
ラ
の
ワ
ク
ワ
ク
と
楽
し
そ

う
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

ね
♪

【
編
】

記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　「
Ｊ
Ａ
う
ま
８
月
号
」
６
ペ
ー
ジ
、「
令

和
元
年
度
地
区
別
総
代
説
明
会
　
意
見
・

要
望
検
討
結
果
報
告
」
に
お
い
て
、Ｑ
１
の

回
答
の
中
で
、Ｊ
Ａ
う
ま
と
Ｊ
Ａ
川
之
江

市
の
合
併
時
期
を
平
成
１６
年
と
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
１５
年
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。
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特集1
珍しい楽しい農業を　石川博之さん・朋子さん
特集2
たまごの健康パワーを紹介
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9 月の予定 ※8月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

敬老の日

秋分の日

介護 ・・・介護相談会（午前10時～正午）

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店年金 川下支店

年金 本店 年金 中曽根支店年金 関川支店

年金 寒川支店 年金 豊岡支店年金 金生支店

介護 土居中央支店

あったか荘三島あったか荘川之江

●●● あったか荘ダイアリー ● ● ●

7月4日・5日、そうめん流しと七夕飾りを
行いました。利用者、スタッフらは、短冊
に各々の願い事を書いて笹に吊るしまし
た。「外でこんな風にして食べたら美味し
いなぁ」と利用者は喜ばれていました。

●七夕
7月24日・25日、あったか荘川之江では夏祭りを開催しました。
射的や金魚すくいなど昔を思
い出しながら楽しまれていま
した。昼食は鉄板で焼きそば
を焼き、出来たてを食べても
らい、おやつにはかき氷、東
京ケーキなど縁日気分で楽し
んで頂きました。笑顔が溢れ
る二日間となりました。

●夏祭り

あったか農園では今年もゴー
ヤ、きゅうり、なすなど、たくさ
んの夏野菜を収穫しました。
穫れた野菜が昼食に出てくる
と利用者たちは、「美味しい」
と大好評でした！

●夏野菜の収穫

7月6日、まんのう中山のひまわり団
地へ出掛け、ひまわり見学をしまし
た。背丈よりも高く、畑一面のひまわ
りに利用者らは、「こんなに沢山のひ
まわり見たことない」と感動されて
いました。

●ひまわり見学

7月13日、土居の暁雨館へ見学に行
きました。作品を見たり、缶バッチを
作りました。各々、自分の名前や絵を
書いたりしオリジナルの缶バッチを
作ったりして、楽しみました。

●暁雨館へ

7月13日・15日、あったか荘周辺の海
でサビキ釣りをしました。利用者と
一緒にオキアミを買いに行き1時間
の決めた時間で、あじ、サバ、スズメ
ダイを釣りました。
15日は、スズメダイを50匹も釣り、
昼食に煮付けていただきました。釣
り場では利用者やスタッフが目を輝
かせ、「楽しい～♪」と、あっという間
に時間が流れていきました。

●利用者の方と釣りへ


